
添 付 資 料   

 

雑固体廃棄物処理施設の概要 

 

1．設置の目的 

泊発電所では、保守運営や安全対策工事等に伴い、管理区域内から雑固体廃棄物

（防護服、手袋、紙類、金属片など）が継続的に発生しています。これらの廃棄物

は、放射能レベルに応じて適切に処理した上で、固体廃棄物貯蔵庫に保管し、最終

的には青森県六ヶ所村の低レベル放射性廃棄物埋設センターへ搬出することとし

ています。 

当社では、固体廃棄物貯蔵庫に保管している雑固体廃棄物を安全に固型化処理し、

搬出を行うための専用施設（雑固体廃棄物処理施設）を泊発電所構内に設置するこ

とを計画しています。 

 

 

2．雑固体廃棄物処理施設の概要 

（1）分別・仕分 

金属類、配管、塩ビ類、保温材、フィルタ等の雑固体廃棄物をドラム缶等から

取り出し、圧縮やモルタル充填に適するよう分別・仕分けます。 

（2）切断・圧縮 

必要に応じて、分別した雑固体廃棄物を切断・圧縮します。 

（3）モルタル充填 

分別・仕分等を行った雑固体廃棄物を入れたドラム缶にモルタルを充填し、固

型化処理します。 

（4）検査装置 

ドラム缶を搬出するにあたり、ドラム缶の放射能濃度等の測定、記録を行

うための検査装置。 

  



3．雑固体廃棄物処理施設の基本仕様 

（1）年間処理本数 

充填固化体で 1,000本／年以上 

（2）建屋 

鉄筋コンクリート造 3階建、床面積約 4,600ｍ２ 

（3）設置場所 

固体廃棄物貯蔵庫西側（海抜 39ｍ） 

 

 

 

 

  



＜参考＞低レベル放射性廃棄物の主な処理方法 

泊発電所から出る放射性廃棄物は、気体、液体、固体それぞれの性状に応じて

安全に処理しています。 

 

【気体廃棄物】 

フィルタ等により放射能を十分減衰させたのち、安全を確認したうえで大気

中に放出します。 

 

【液体廃棄物】 

浄化した水を再利用もしくは安全を確認したうえで冷却用海水とともに海

中へ放出する、もしくは水分だけを蒸発させるなど種類に応じて処理します。 

また、蒸発して残る濃縮廃液は、アスファルトやセメントで固化、または焼

却し、ドラム缶に詰めます。 

 

【固体廃棄物】 

放射化した金属の固体廃棄物とその他の紙や金属等の雑固体廃棄物があり

ます。雑固体廃棄物のうち可燃性のものは、焼却してドラム缶に詰め、不燃性

のものは様々な材質や大きさのものが混在して保管されているため、その後の

処理がしやすいように分別した後、必要に応じて切断や圧縮減容しモルタルで

固型化しながらドラム缶に詰めます。 

 

以 上 


